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論

へ
の
試
み

t

暗
黒
時
代
の
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つ
の
姿
ー

.
浅

田

隆

　↑

こ
こ
で
言
う
暗
黒
の
時
代
と
は
、
昭
和
初
年
代
か
ら
敗
戦
に
い
た
る
思
想
弾
圧

が
激
甚
を
き
わ
め
た
時
代
を
指
す
が
、
昭
和

一
〇
年

(
一
九
三
五
)
前
後
の
状
況
は

平
野
謙
氏
が

『
昭
和
文
学
史
』

(昭
38

・
12

筑
摩
叢
書
)
の
中
で

そ
の
題
材

の
描
き
か
た
は
厳
重
に
枠
が
き
め
ら
れ
て
い
だ
の
で
あ
る
。
そ
こ

に
あ
る
も

の
は
、
つ
ね
に
忠
勇
義
烈
の
皇
軍
の
す
が
た
で
あ
り
、
増
産
に
い
そ

し
む
農
民
の
す
が
た
に
ほ
か
な
ら
な
か

っ
た
。
し
ま
い
に
は
形
容
詞
ひ
と
つ
で

さ
え
、
規
格
品
め
い
た
き
ま
り
文
句

が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
文
学
的
荒
廃
と
マ

ナ
リ
ズ
ム
が
そ
こ
に
生
れ
ぬ
は
ず
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

と
言

っ
て
い
る
よ
う
に
、
激
烈
な
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
は
左
右
を
問
わ
ず
、

国
策
に
批
判
的
な
勢
力
の

一
切
が
封
殺

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

平
野
謙
氏
は

「形
容
詞
ひ
と
つ
で
さ
え
、
規
格
品
め
い
た
き
ま
り
文
句
が
生
じ

た
」
と
記
し
て
い
た
が
、
例
え
ば
右
の
文
中
か
ら
例
を
と
れ
ば

「皇
軍
」
は
常
に

「忠
勇
義
烈
」
と
形
容
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
と
い

っ
た
体
の
も
の
で
あ
る
。

つ
ま

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

り

「皇
軍
」
兵
士
は
常
に
雄
々
し
く
、

い
か
な
る
逡
巡
も
持

っ
て
は
な
ら
な
い
の

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

で
あ

る
。

否

、

持

っ
て

は

い

な

い

と

さ

れ

た

の

で
あ

る
。

し

た
が

っ
て
、

文

学

の

方

面

か

ら

言

え
ば

、

雄

々

し
く

な

い
、

逡

巡

を

持

ち

、

敵

を

殺

す

こ
と

に

い

た

み

を
覚
え
る
よ
う
な

「皇
軍
」
兵
士
は
、
現
実
の
戦
場
で
の
姿
(真
実
)
は
ど
の
よ
う

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

で
あ
れ
、
公
表
さ
れ
る
段
階
で
は
居
て
は
な
ら
な
い
、
と
言

う
よ
り
居
な
い

(捏

造
さ
れ
た
真
実
)
の
で
あ
る
。

後
に
も
少
し
触
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
禁
忌
に
触

れ

た
最
も
有
名
な
事
件
の

一
つ
に
石
川
達

三
の

「
生
き
て
ゐ
る
兵
隊
」

(昭
13
・
3

『中
央
公
論
』
)
発
禁
事
件

(昭
13
.
2
.
18
)
が
あ
る
。

家
永
三
郎
氏

『太
平
洋
戦
争
』
(昭
43
.
11

岩
波
歴
史
叢
書
)
に
は
、
日
本
の
海

外
派
兵
正
当
化
の
論
理
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
凝
縮
し
た
多
く
の
標
語
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

「大
東
亜
共
栄
圏
」
と
い
う
考
え
方
が
こ
と
ば
と
し
て
明
示
さ
れ
始
め
た

の
は
対
米
英
開
戦

(昭
16
)
直
前
の
こ
と
だ

っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
発

想
は
海
外

侵
略
正
当
化
の
論
理

(実
は
事
実
隠
蔽
の
論
理
)
や
戦
争

そ

の
も
の
の

エ
ス
カ
レ
ー

ト
の
到
達
点
に
す
ぎ
な
い
と
言
え
よ
う
。
簡
単
に
整
理
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ

る
ら
し
い
。

○
満
州
事
変

(昭
6
)

「
自
衛
権
の
発
動
」
(大
陸
侵
略
開
始
)、

「
五
族
共
和

・
王
道
楽
土
の
建
設
」

(満
州
国
)

○
日
中
戦
争

(昭
12
)

「
暴
支
腐
懲
」

「
更
生
新
支
那
建
設
」

「
日
満
支
三
国
の
結
合
」

「大
東
亜

新
秩
序
の
建
設
」

「
八
紘

一
宇
」

*国文学研究室(昭 和60年9月30日 受理)
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大良太
7」く

○
大
東
亜
戦
争

(
昭
16
)

「
大
東
亜
共
栄
圏
の
建
設
」
(南
部
仏
印
進
出
)、

「
東
亜
の
安
定
勢
力
な
る
帝

国
の
地
位

の
擁
護
」

「
自
存
自
栄
」
(対
米
英
開
戦
)

こ
の
よ
う
な
標
語
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

「
大
東
亜
共

}
栄
圏
」
や

「
八
紘

一
宇
」
に
象
徴
さ
れ
る
共
同
体
的
思
想
を
、
そ
の
発
想
の
根
幹

一
に
持

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
よ
う
な
美
的
共
同
体

な
ど
、
す
で
に
国
内
の
ど
こ
を
探
し
て
み
て
も
見
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

大
衆
は
文
字
通
り
餓
死
し
つ
＼
あ

る
の
だ
。
餓
死
と
政
治
家
。
何
と
云
ふ
縁

遠
い
問
題
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
又
、
何
と
身
近
か
な
問
題
で
あ
ら
う
。
政
治
家

た
ち
が
、
大
衆
を
殺
し
て
ゐ
る
の
だ
。
金
融
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
、
中
小
ブ
ル
ジ
ヨ
ア

}

と
協
力
し
て
。

(昭
8
.
8
.
4
)

今
貢
大
な
こ
と
は
、
中
央
は
勿
論
だ
が
、
農
村

の
隅
々
ま
で
、
官
民
の
分
離

が
劇
甚
を
極
め
て
ゐ
る
。
村
吏
、
村
属
な
ど

＼
、
村
民
の
生
活
の
接
触
な
ど
全

く
無
く
な
つ
て
ゐ
る
。

昔
の
代
官
と
百
姓
の
関
係
に
似
て
ゐ
る
。

(昭
10
.
2
.
9
)

と
葉
山
嘉
樹
が

『
日
記
』
(『襲
山
嘉
樹
口
記
』

昭
46
.
2

筑
摩
書
房
)
に
記
し
て
も

い
る
よ
う
に
、
国
内
で
さ
え
、
こ
の
よ
う
に
分
断
さ
れ
た
現
実
が
あ
っ
た
が
、
右

の
標
語
群
は
、
こ
の
よ
う
な
分
断
さ
れ
た
現
実
に
全
く
根
着
か
な
い
、
あ
る
い
は
、

分
断
さ
れ
た
現
実
を
意
図
的
に
隠
蔽
し
、
国
民
の
眼
を
海
外
に
そ
ら
そ
う
と
す
る

意
図
の
も
と
に
成
立
し
だ
標
語
で
も
あ

っ
た
。
そ
し
て
支
配
権
力
は
、
あ
ら
ゆ
る

強
権

の
発
動
に
よ

っ
て
民
衆
を
こ
れ
ら

の
発
想
を
支
え
る
価
値
体
系
の
中
に
組
み◎

込
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
石
川
達
三

「
生
き
て
ゐ
る
兵
隊
」
発
禁
事
件

が
如
実

に
物
語

っ
て
い
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
人
々
は
右
の
よ
う
な
標
語
に
象
徴

さ
れ
る
価
値
体
系

へ
の
絶
対
服
従
と
賛
仰
を
強
い
ら
れ
、
石
川
の
よ
う
に
自
覚
的

②

な
反
戦
思
想
を
持
た
な
い
者

で
さ
え
、
捏
造
さ
れ
た
共
同
体
が
志
向
す
る
秩
序
及

③

び
そ
の
維
持
と
い
う
命
題
と
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
も
抵
触
す
る
と
抹
殺
さ
れ
る
時

代

で
あ

っ
た
。

右
の
よ
う
な
時
代
状
況
に
つ
い
て
は
、

筆
者
の
よ
う
な

門
外
漢

(ま
し
て
そ
の

時
代
を
知
ら
な
い
)
が
論
じ
る
ま
で
も
な
く
、
す
で
に
多
く
の
す
ぐ
れ
た
研
究
や
報

告
が
為
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
に
、
も
う
少
し
具
体
的
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

平
出
禾
氏
の

『
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
に
就
い
て
の
研
究
』

(昭
40
.
9
復
刻

柏
書
房
)
に
は
、
当
時

の
左
翼
運
動
が
置
か
れ
て
い
た
社
会
的
状
況
を
知
る
上
で

の
参
考
と
な
る
数
字
が
か
な
り
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

「
主
要
左
翼
文
化
雑
誌

調
」
(巻
末
附
録
)
に
よ
る
と
、
大
正

一
三

(
一
九
二
四
)
年
の

『
文
芸
戦
線
』
創
刊

か
ら
昭
和

=
二
(
一
九
三
八
)
年
の

「
生
き
て
ゐ
る
兵
隊
」
発
禁
事
件
ま
で
の
約

一

五
年
間
に
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
の
う
ち
で
、
廃
刊
四
二
、
そ
の
う
ち
の
三
九
が
昭
和

六

(
一
九
三

一
)
～

一
三
年
ま
で
の
八
年
間
に
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
雑
誌
類

一
年
次

6

7

8

9

m

n

E

B

訓

の
廃
刊
に
つ
い
て
は
内
部
分
裂
や
統

T

i

-

、

…

-…

合

合

併

な

ど

の
雑

多

な

事

情

に
よ

る

…
件
数

一
7

7

n

6

3

2

。

4

鐙

も

の
も

あ

ろ

う
が

・

六
年

以

降

の
八

年
間

へ
の
集
中
は
、

や
は
り
無
視
出
来
ま

い
。

ま
た

「左
翼
刊
行
物
発
禁
件
数

調
」
(同
右
)
に
よ
る
と
、
左
翼
単
行
本
、
左
翼
雑
誌
、
文
芸
雑
誌
な
ど
の
発
禁
件

数
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
昭
和
七

(
一
九
三
二
)
年
を
ピ
ー

-

i

「

ク
に
発
禁
件
数
は
下
降
す
る
が
、
決
し

　

　

璋

塗

4

5

6

7

8

9

四

壁

て
弾
圧
が
ゆ
る
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な

件
数
皿
撚

謡

-器

聾

期

い
・
先
の
雑
誌
類
の
廃
刊
も
大
き
簾

3

因

で
あ

っ
た

と

言

え

る

が

、
平

出

氏

の

「治
安
維
持
法
違
反
起
訴
者
所
属
団
体
調
」
(同
右
)
か
ら

「
起
訴
総
人
員
」
の
み

を
抜
き
出
し
た
次
表
で
も
わ
か
る
と
お
り
、
起
訴
を
免
れ
執
筆
す
る
者
が
少
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。
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3

年

次

}
3

4

5

6

7

8

9

10

計

人
数

顎

搬

微

讐

伽

こぞ

は
言
え
・
『
研
究
文
献
』

に
当
る
も

の
と
し
て
あ

つ
か
わ
ね
ば
な
る
ま
い
・

{
略
)
原
史
料
の
直
接
的
な
研
究
に
と

っ
て
か
わ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
全
く
な

応

の
で
あ
る
L
(付
録

「魑

」)
と
述
べ
て
い
る
.
確
か
に
祖
父
江
氏
の
指
摘
の
と

.
お
り
、
特
殊
目
的
の
た
め
に
現
職
検
事
が
ま
と
め
た
も
の
で
、
右
に
掲
げ
だ
数
字

・
も
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
右
の
三
つ
の
表
が
昭
和
七

・
八
年

㎜
頃
に
す
べ
て
ピ
ー
ク
を
持

っ
て
い
る
こ
と
だ
け
は
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

㎝

例
え
ば
左
翼
運
動
陣
営
に
か
か
わ
る
昭
和
八
年
の
事
件
と
し
て
・
二
月

の
小
林

}
多
喜

二
虐
殺
が
あ
り
、
六
月
の
佐
野
学

と
鍋
山
貞
親
の
獄
中
転
向
な
ら
び
に

「共

一
同
被
告
同
志
に
告
ぐ
る
書
」

(昭
7
・
1

『改
造
』)
の
発
表
が
あ
る
。

こ
れ
ら

二

「
つ
の
事
件
は
当
時
の
運
動
関
係
者
に
と

っ
て
、
大
き
な
打
撃
で
あ

っ
た
ろ
う
こ
と

癒

像
に
か
蒙

い
.
特
に
佐
野
ら
指
薯

の
無
向
後
秀

の
庭

呆

}
決

因

の
三

〇

%

(
=
二
七
〇
名
中
四

一
五
名

)
、
既

決

因

の

三

六

%

(
三
九
三
名
中

一
三

「
三
名

)
が

(
転

同
を
11
浅
田
)
上

申

し

た
」

(
高
畠
通
敏

コ

国
社
会
主
義
者
ー
佐

野
学

・

嘉

山
轟

⊥

『転
向
』
幽

蟹

・
・

平
凡
社
)
ら
し
い
・
さ
ら
に

一
説
に
よ
る
と

需

和
九
午

+
年
に
は
転
向
者
は

九
・

下

セ
ン
ト
蓮

し
を

も
言
う

(大
江

一
志
乃
夫
他
編

『近
代
日
本
史
の
基
礎
知
識
』

昭
47
・
9

有
斐
閣
)。

一

ま
た
、
こ
れ
ら
官
憲
の
左
翼
弾
圧
を
法
的
に
保
証
す
る
動
き
と
し
て
も
、
第
六

一
四
帝
国
議
会

(昭
7
～
8
)
で

「衆
議
院

・
貴
族
院
が
思
想
取
締
強
化
の
決
議
を
採

}
決
し
た
の
を
う
け
て
」

(同
右
)
第
六
五

(昭
8
～
9
)
・
第
六
七

(昭
9
～
10
)
帝
国

}
義
会
に

「
治
安
維
持
法
改
正
法
律
案
」
が
上
提
さ
れ
て
い
る
。

「法
律
案
」
の
成

立
は
昭
和

一
六

(
一
九
四
一
)
年
ま
で
持

ち
越
さ
れ
は
し
た
も
の
の
、
苛
烈
な
内
容

を
持

つ

「改
正
法
律
案
」
が
成
立
す
る
雰
囲
気
は
、
十
分
に
熟
成
し
て
い
た
の
で

祖
父
江
昭
二
氏
は
こ
の

『
プ

ロ
レ

タ
リ
ア
文
化
運
動
に
就

い

て

の
研

究
』
の
性
格
に
つ
い
て

「
原
資
料
で

は
な
く
、
そ
の
性
質
が
特
殊
で
あ
る(中

あ
る
。

こ
の

「
改
正
法
律
案
」
が
議
会
に
上
提
さ
れ
た
こ
と
の
対
社
会
的
意
味
は
重
大

で
あ

っ
た
。
平
出
氏
の
こ
と
ば
に
よ
れ
ば

「『
治
安
維
持
法
改
正
案
』

は
国
体
変

革
を
目
的
と
す
る
結
社
の
支
援
結
社
自
体
を
目
標
と
し
て
其

の
組
織
、
加
入
等
の

行
為
を
処
罰
す
る
規
定
を
包
含
し
て
ゐ
た
為
、
我
が
国
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動

陣
営
に
与

へ
た
影
響
」
は

「
甚
大
で
あ
つ
た
」
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
平
出
氏
の
観

察

に
つ
い
て
は
、

本
報
告
書
は

(中
略
)
自
由
研
究
の
結
果
に
し
て
司
法
部
内
に
於
け
る

執
務

上
の
参
考
資
料
と
し
て
配
付
す
る
便
宜
上
筆
写
に
代

へ
た
る
も
の
な
り

と
巻
頭

「緒
言
」
に
記
し
て
い
る
が
、
い
か
に

「自
由
研
究
」
と
は
い
え
、
直
接

的
に
治
安
当
局
側
に
身
を
置
く

「
現
職
の
検
事
が
調
査

・
研
究
し
た
報
告
」
で
あ

る
と
い
う
性
格
上
、

「作
為
的
な
事
実
認
識
に
か
か
わ
る
あ
や
ま
り
」
(祖
父
江
氏

「解
題
」)
も
当
然
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
は
、
社
会
的
影
響
関
係

の

観
察
に
つ
い
て
は
、
自
画
自
讃
的
傾
向
も
当
然
考
慮
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
、

し
か
し
な
が
ら
、
事
実
と
し
て
、

平
出
氏
が
言
う
よ
う
に

「影
響
」

は

「甚

大
」
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
日
本
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟

(
ナ
ル
プ
)
の

「解
体
の

声
明
」
(昭
9
.
2
・
22
付

『日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
大
系
㈲
」
収
載

昭
29
・
11

三

一
書
房
)
に
も
そ
の
傍
証
を
得
る
こ
と
は
出
来
よ
う
。

一
、
今
日
、
日
本
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
は
、
帝
国
主
義
的
危
機
に
と
も

な
う
支
配
階
級
の
極
度
の
反
動
化
と
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
政
治
的
勢
力
の

一
時
的
衰
退
と
の
相
対
的
関
係
の
中
で
、
未
曽
有
の
困
難
な
条
件

の
下
に
置
か

れ
て
い
る
。
特
に
最
近
に
於
け
る
治
安
維
持
法
の
改
悪
の
意
図
は
、
前
者
の
最

も
露
骨
な
表
示
で
あ
り
、
近
時
急
激
に
強
め
ら
れ
て
来
た
支
配
階
級
の
、
階
級

闘
争

へ
の
惨
虐
な
攻
撃
の
合
法
化
の
意
図
で
あ
る
。
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
政

治
的
勢
力
は
今
日
、
こ
れ
を
は
ね
返
し
得
る
情
態
か
ら
遙
か
に
距

つ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
解
体
理
由

(
一
部
)
に
も

「改
正
法
律
案
」

の

「影
響
」
を
十
分
に
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一
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

右
の
よ
う
な

「改
正
」
の
動
き
は
、
先
に

(昭
3
・
6
.
29
)

「治
安
維
持
法
」

が
緊
急
勅
令
に
よ

っ
て
死
刑

・
無
期
刑
を
最
高
刑
に
す
る
よ
う
に

「
改
正
」
き
れ

}
た
の
に
締

さ
、
さ
ら
に
そ
の
適
用
範
囲
を
拡
大
し
よ
・つ
と
す
る
意
図
の
も
と
に
行

}
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
運
動
の
支

援
組
織
を
適
応
対
象
の
中
に
含
み
込
ま
せ

一
る
こ
と
で
、
運
動
は
孤
立
化
せ
ざ
る
を
得
ず
、

さ
ら
に
は
事
実
が
法
に
先
行

(先

行
す
る
事
実
を
法
改
正
に
よ
っ
て
合
法
化
し
よ
う
と
し
た
)
し
、

現

行

「
治
安
維
持
法

の
拡
大
適
用
」

が
ま
か
り
と
お

っ
て
お
り

(松
尾
洋

『
治
安
維
持
法
」

昭
46

・
11

新
日
本
新
詳
)
、
彼
ら
の
危
機
意
識
は
意
識
の
段
階
を
越
え
、

危
機

そ
の
も

の
で

賜

あ

つ
た
・

鋤

中
島
緩

氏
は

「
当
時
は
こ

究

有
罪

と
な
る
と
・
い
つ
ま
で
も
保
護
撫

要

を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

も
は
や
言
論

や
行
動
の
自
由
は
、

公
然
と
制
限

さ

れ

鵠

蕪

謬
..嗣鍵

罫

・議

辮

』熱

準

頃虫鰻

晶

「
予
防
拘
禁
」

と
い
う
新
し
い
制
度
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

昭
和

=

(
一
九

}

・

大

二
二
六
)
年
五
月

二
九
日
に
は

「思
想
犯
保
護
観
察
法
」
が
公
布
さ
れ
て
い
る
。

良

ち
な
み
に
、
そ
の
時
点
で
の
被
検
挙
者
総
計
約
五
万
九
千
名
、
入
獄
中
九
〇
九

奈

一
名
、
非
転
向
者

一
二
〇
名

(『近
代
日
本
総
合
年
表
」

昭
43

・
11

岩
波
書
店
)。

}　

　

一

二

　

く

『

削
節
の
よ
う
髪

配
権
力
に
よ
急

想
弾
圧
は
激
烈
な
も
の
で
・
あ
の
手
こ
の

事

に
よ
る
思
想
統
制
は
国
家
と
い
う
墜

の
公
然
た
る
合
法
武
力

(暴
力
)
の
行

使
機
構
に
保
障
さ
れ
、
ど
こ
ま
で
も
治
安
維
持
の
名

の
も
と
に
言
論
弾
圧
が
制
度

}
化
さ
れ
て
い
っ
た
時
代

で
あ

っ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
は
あ
の
手

こ
の
手
の
思
想
統

紅

の
方
法
を
問
題
に
す
る
の
が
目
的
で
は
な
く
・
前
節
に
述
べ
た
状
況
の
申
で
の

文
学
の
姿
を
見
て
み
よ
う
と
思
う
。

人
々
の
中
に
は
柑
口
令
下
に
あ
っ
て
表
現
の
自
由
を
失
い
な
が
ら
も
、
合
法
性

の
限
界
す
れ
す
れ
で
、

「奴
隷
の
言
葉
」
(後
述
)
を
駆
使
し
な
が
ら
、

一
種
の
抵

抗
を
試
み
る
場
合
も
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
時
に
、
前
節
の
権
力
の
強
制

を
下
か
ら
支
え
て
行
く
よ
う
な
動
き
を
す
る
場
合
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
節
で

は
国
の
政
策
に
迎
合
す
る
、
所
謂
国
策
文
学
の
姿
に
つ
い
て
見
て
お
き
忙
い
。
と

い
う
の
は
、
権
力
の
強
制
と
い
う
面
か
ら
の
み
歴
史
を
見
る
な
ら
ば
、
権
力
の
座

に
遠
い
と
い
う
だ
け
で
、

一
切
が
免
罪
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る

こ
と
に
な
る
。
社
会
や
学
校
、
場
合
に
よ
っ
て
は
家
庭
も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
教
育

は
多
く
の
場
合
、

「社
会

へ
の
適
応
」
と
い
う
命
題
の
も
と
に
、
秩
序
内
に
ま
る

く
お
さ
ま
る
よ
う
な
価
値
観
を
教
化
し
勝
ち
で
あ
り
、
結
果
的
に
は
、
社
会
の
支

配
者
集
団
に
と
っ
て
有
利
な
秩
序
観
を
注
入
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が

っ

て
以
下
に
見
よ
う
と
す
る
、
権
力

へ
の
民
衆
の
迎
合
的
姿
勢
も
、
長
い
教
育
の
過

程
で
注
入
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
言
う
こ
と
も
出
来
な
く
は
な
い
。
し
か
し
そ
の

よ
う
な
受
け
身
の
民
衆
観
に
立
つ
と
き
、
歴
史
を
支
配
者
の
強
制

の
面
に
の
み
焦

点
を
合
わ
せ
て
読
む
こ
と
と
な
り
、
民
衆
の
主
体
性
の
認
識
が
欠
落
し
て
し
ま
う

よ
う
に
思
う
。
例
え
ば
戦
争
と
い
う
危
機
が
通
り
過
ぎ
た
後
に
残
る
も
の
は
、
言

わ
ば

「仕
方
が
な
か

っ
た
の
だ
」
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
被
害
者
意
識
や
、

そ
れ
と
平
行
し
た
と
こ
ろ
に
生
じ
る
免
罪
感
-
罪
は
す
べ
て
権
力
を
持

っ
た
支
配

者
に
あ
る
の
だ
と
い
う
ー
ば
か
り
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
家

(天
皇
)
の
名
の
も
と
に
権
力
を
行
使
し
た
具
体
的

な

個
人
や
集
団
を
、
現
実
社
会
の
広
が
り
の
中
に
戻
し
て
見
る
と
、
被
支
配
者
だ
る

民
衆
と
権
力
の
行
使
者
と
を
明
瞭
に
区
別
し
得
る
よ
う
な
境
界
は
全
く
見
出
し
難

い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
概
念
と
し
て
の
被
支
配
民
衆
は
存
在
す
る
も
の
の
、
現
実

の
民
衆
は
支
配
権
力
の
代
行
者
的
側
面
を
常
に
持

っ
て
い
た
こ
と
に
気
付
く
は
ず

で
あ
る
。
例
え
ば

「
国
防
婦
人
会
」
(昭
7
～
)
の
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
、
そ
し
て
フ
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ア
ナ
チ
ッ
ク
な
運
動
や
、
各
種
産
業
報

国
会

(昭
13
頃
～
)
の
誠
実
な
自
己

規

制

を
見
る
だ
け
で
も
明
ら
か
で
あ
り
、
民
衆
は
相
互
規
制
的
に
支
配
権
力
を
日
常
生

活
の
中
で
行
使
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
民
衆
は
、
国
家
の
政
策
に
直
接
的

具
体
的
に
参
画
す
る
行
為
の
中
で
、

一
種
の
激
し
い
喜
び
を
も
見

い
出
し
得
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
民
衆
像
の

一
面
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
側
面
を
無
視
し
て
、
責
任

の
所
在
を
強
制
と
い
う
歴
史
観
に
従

っ
て
、

権
力
機
構
を
上

へ
上

へ
と
た
ど

っ
て
行
く
な
ら
ば
、
天
皇
個
人
に
到
達
す
る
に
違

い
な
い
。
し
か
し
、
個
人
と
し
て
の
天
皇
に
責
任
の

一
切
が
所
在
す
る
の
で
は
な

く
、
寧
ろ
天
皇
を
絶
対
頂
点
と
す
る
機
構
と
、
そ
の
機
構
を
支
え
た
個
人
や
集
団

の
価
値
体
系
に
こ
そ
問
題
が
あ
る
は
ず

な
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
権
力
機
構
の

総
体
や
具
体
的
日
常
生
活
者
と
し
て
の
個
人
が
、
ど
の
よ
う
な
価
値
観

・
秩
序
観

を
持

っ
て
い
た
の
か
と
い
う
部
分
を
自
ら
に
問
い
直
す
形
で
し
っ
か
り
と
見

つ
め

て
お
か
な
い
限
り
、
結
局
は
歴
史

の
表
層
を
現
象
的
に
た
ど
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と

に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ず

い
分
ま
わ
り
く
ど
い
言
い
方
を
し
て
し
ま

っ
た
が
、
被
支
配
者

・
非
主
権
者

た
る
民
衆
の
側
に
、
積
極
的

・
消
極
的
な
権
力
の
支
え
手
的
側
面
が
あ

っ
た
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

支
配
者
の
秩
序
に
積
極
的
に
参
加
し
、
秩
序
の
具
体
的

・
積
極
的
支
え
手
と
な

っ
た
民
衆
像
は
、
美
化
さ
れ
誇
張
さ
れ
、
政
策
的
に
流
布
し
て
い
た
軍
国
美
談

・

⑥

戦
陣
美
談

・
銃
後
美
談
の
中
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
美
談
の
素
材
と

な

っ
た
行
為
者
の
存
在
と
い
う
点
だ
け
で
な
く
、
政
策
的

・
作
為
的
に
流
布
さ
れ

だ
美
談
は
、
そ
れ
を
美
談
と
し
て
受
容
す
る
者
が
な
い
限
り

「美
談
」
と
し
て
成

立
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
多
く
の

「美
談
」
は
さ
ら
に
多
く

の
支
え
手
と
し
て
の
受
容
者
を
持

っ
て

い
た
と
言
え
る
の
で
あ
り
、
美
談
を

「
美

談
」
と
容
認
す
る
価
値
観
を
持

つ
多
く
の
人
々
が
そ
の
背
景
に
居
た
こ
と
を
、
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

さ

て

、
和

田

伝

『
日
本

の
村

長

』

(
昭

18

.
12

鶴
書
房
)
も

ま

た

、

お

び

た
だ

ヘ

ヘ

へ

し
い
美
し
い
農
民
像
を
見
せ
て
く
れ
る
。
和
田
自
身
が

「
後
記
」
で

「事
実
の
記

録
で
は
な
い
」
と
断

っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
小
説
で
あ
る
。
し
か
し
こ
と
さ

ら
に

「徳
島
県
板
野
郡
松
茂
村
の
報
国
農
場
制
に
よ
る
共
同
作
業
を
モ
デ
ル
と
し

て
書
い
た
小
説
で
あ
つ
て
、
事
実
の
記
録
で
は
な
い
」
と
言

っ
て
い
る
こ
と
は
、

裏
を
か
え
せ
ば
、
松
茂
村
と
の
間
に
か
な
り
近
い
事
実
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
も
あ
ろ
う
。

「
本
篇
に
書

い
て
ゐ
る
農
業
上
の
数
字
や
年
月
日
は
事
実
に
基
い

て
正
鵠
を
期
し
た
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
想
像
で
き
る
こ
と
だ
ろ

う
。『

日
本
の
村
長
』
は
二
木
と
い
う
松
茂
村
村
長

(
モ
デ
ル
は
三
木
直
三
郎
)

の
二

〇
年
に
わ
た
る
農
村
経
営
の
結
果
、

「愛
国
の
熱
誠
」
に
支
え
ら
れ
た

「産
業
報

国
」

の
精
神
に
よ

っ
て
、

村
を

一
つ
の

「
食
糧
増
産
報
国
農
場
」

に
仕
上
げ
、

「
共
同
作
業
」
に
よ
っ
て
農
作
業
を
展
開
し
得
る
よ
う
に
な

っ
た
過
程
を
作
品
化

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
生
き
る
農
民
た
ち
は
、
国
家
と
農
民
を
有
機
的
な
連

続
関
係
で
と
ら
え
、
村
を
媒
体
と
し
て
個
人
と
国
家
の
利
益
を
等
質
な
も
の
と
フ

ァ
ナ
チ

ッ
ク
に
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
認
識
に
立

つ

農
民
の
姿
に
対
し
て
、
き
わ
め
て
ア
イ
ロ
ニ
ッ
ク
な
の
は
、
村
の
指
導
者
た
る
村

長
が
、
私
的
な
利
害
に
最
も
淡
白
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ

ヘ

へ

ま
り
、
滅
私
と
い
う
面
で
は
村
民
の
側
に
あ
り
、
村
の
指
導
者
と
し
て

「
報
告
農

場
」
を
編
成
し
よ
う
と
す
る
面
で
は
権
力
機
構
の
代
理
人
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て

村
民
た
ち
は
、
村
長
の
滅
私
の
態
度
の
中

に
国
家
像
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
日
本

の
村
長
』
は
太
平
洋
戦
争
開
始
後
の
昭
和

一
八

(
一
九
四
三
)
年
の
作
品

で
、
そ
れ
は
大
国
を
相
手
に
開
戦
し
た
結
果
国
内
は
疲
蔽
し
、
総
力
戦
論

・
自
力

更
生
論
が

一
層
強
く
叫
ば
れ
て
い
た
頃

で
あ
る
。
自
力
更
生
運
動
は
既
に
満
州
事

変

の
頃
か
ら
始
ま

っ
て
お
り
、
本
来
、
昭
和
四

(
一
九
二
九
)
年
頃
か
ら
の
大
恐
慌

へ
の
農
本
主
義
的
自
己
防
衛
体
制
で
も
あ

っ
た
の
だ
が
、
戦
時
体
制
の
慢
性
化
と
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大良太刀く

そ
れ
に
と
も
な
う
生
活
の
疲
蔽
の
中
で
、
体
制
側
の
価
値
体
系
の
申
に
組
み
込
ま

れ
る
の
で
あ
り
、

『
日
本
の
村
長
』
は
昭
和

一
六

(
一
九
四

一
)
年
の

「国
民
徴
用

令
」
に
よ

っ
て
労
働
力
が
低
下
す
る
農
村
に
お
い
て
、
い
か
に
労
働
力
を
確
保
し

生
産
力
を
高
め
る
か
と
い
う
体
制
側
の
要
請
を
、
最
も
強
力
な
自
力
更
生
体
制
に

よ

っ
て
積
極
的
に
受
け
止
め
た
実
績
を
プ

ロ
ト
タ
イ
プ
と
し
て
提
示
し
て
い
る
の

}
で
あ
る
。
こ
う
し
だ
意
味
で
、
作
品
自
体
も
十
分
に
文
学
報
国
の
線
上
に
立
ち
得

一
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

も
う
少
し
分
析
的
な
批
評
を
し
て
お
き
た
い
。
総
力
戦
体
制
を
園
民
に
強
い
ね

ば
な
ら
な
い
無
暴
な
侵
略
…戦
争
に
突
入
し
た
の
は
、
主
と
し
て
巨
大
な
資
本

の
利

己
心
と
好
戦
的
軍
部
と
の
結
託
の
結
果

で
あ
り
な
が
ら
、
農
民
が
私
的
な
経
済
性

追
求

(兼
業
化
.
出
稼
ぎ
)
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
論
法
で
悪

徳
視
す
る
の
で
あ
る
。

マ
マ

マ
マ

田
圃
は

陛
下
の
御
土
地
ぢ
や
。
百
姓
は

陛
下
の
御
土
地
を
お
あ
つ
か
り

し
て
耕
作
し
と
る
ん
ぢ
や
と
い
ふ
精
神
で
や
ら
に
や
な
ら
ん

誰
の
ち
や
彼
の
ち
や
と
い
ふ
稲
ぢ

や
な
い
。

稲
ぢ
や
。
国
家
の
食
糧
に
な
る
稲
ぢ

や

こ
り

や

み
ん

な

(
中
略
)
国

の

よ
う
思
ひ
切
つ
て

一
五
円
の
口
当
を
棒
に
振
つ
た
な
あ
。

紙
幣
は
食

へ
も
飲
め
も
せ
ん
も
ん
な
あ
。
燃
し
て
も
湯
も
沸
か
ん
わ

巨
大
な
私
的
利
潤
の
追
求
と
は
逆
に
、
農
民
に
は
無
私
の
奉
仕
が
強
い
ら
れ
、
彼

ら
は
結
果
と
し
て

「長

い
昼
の
疲
れ
で
、
夜
に
な
れ
ば
精
性
な
百
姓
ほ
ど
早
く
寝

て
し
ま
ふ
。
殆
ん
ど
飯
を
噛
み
噛
み
の
や
う
に
寝
床
に
飼
ひ
込
む
」
こ
と
に
な
る

の
だ
が
、
こ
う
い
う
極
度
な
誠
実
さ
が
美
し
い
農
民
像
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
強
制
の
側
面
ば
か
り
を
見
る
こ
と
に
な

っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
作
品
中
、

一
農
民
の
声
と
し
て
、

わ
れ
わ
れ
百
姓
の
気
持
と
言
ふ
と
軽
く
聞
こ
え
る
が
、
百
姓
の
心
理
と
云
は

う
か
、
精
神
と
言
は
う
か
、
そ
れ
に
は
、
数
字
や
な
ん
か
で
は
割
り
切
れ
な
い

も
の
が
多
く
あ
る
。

つ
ま
り
合
理
主
義
や
便
宜
主
義
で
は
ど
う
し
て
も
割
り
切

れ
な
い
沢
山
の
も
の
が
あ
る
。
割
り
切
れ
な
い
か
ら
と
云
つ
て

(後
略
)

わ
沈
し
も
さ
う
思
ひ
ま
す
。
割
り
切
れ
な
い
か
ら
と
言

つ
て
、
従
来
は
そ
れ

を
と
か
く
否
定
的
な
も
の
に
考

へ
勝
ち
だ

つ
た
け
れ
ど
、
わ
た
し
は
さ
う
は
思

は
な
か

つ
た

(後
略
)

と
言
わ
せ
、
こ
れ
を
肯
定
的
に
発
展
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
松
茂
村
の
共

同
作
業
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
か
と
い
う
重
要
な
部
分
に
お
け
る
発
言
で
、
作
品

の
結
論
に
発
展
さ
せ
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

っ
て
い
る
発
言
で
も
あ
る
。
昭
和

一
八
年
三
月
に
は

「
日
本
出
版
文
化
協
会
」
が
結
成
さ
れ
、
情
報
局
の
肩
代
り
機

関
と
し
て
用
紙
割
り
当
て
権
を
握
り
出
版
界
を
思
想
統
制
す
る
こ
と
に
な

っ
沈
が
、

こ
の
和
田
の

『
日
本
の
村
長
」
も
、
そ
の
よ
う
な
出
版
界
の
背
景
の
事
情
に
、
あ

る
い
は
規
制
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
右
の
引
用
部

分
に
は
、
農
民
文
学
者
和
田
伝
の
農
本
主
義
的
思
想
が
明
瞭
に
表
出
さ
れ
て
い
る

と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

農
民
及
び
農
村
は

「合
理
主
義
や
便
宜
主
義
」
と
は
本
来
対
立
的
な
と
こ
ろ
に

あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
り
、
そ
の
故
に
土
と
の
触
れ
合
い
の
中
で

「実
行
が
解
決

し
て
く
れ
る
よ
。
心
配
は
い
ら
ん
と
思
ふ
」
と
い
う
よ
う
に
、
実
践
に
よ

っ
て
反

合
理
的
世
界
を
合
理
化
し
よ
う
と
す
る
思
想
で
あ
る
。
社
会
の
総
体
は
所
有
関
係

の
葛
藤
と
分
配

の
不
平
等
に
よ

っ
て
揺
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
し
て
そ

れ
が
合
理
主
義
精
神
の
帰
結
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
農
村
は
そ
う
し
た
社
会
的
総
体

と
は
別
な
と
こ
ろ
に
あ
る
反
合
理
主
義
的
な
社
会
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
農

村
と
都
市
と
を
対
立
的
に
捉
え
る
に
し
て
も
、
資
本
の
論
理
に
浸
蝕
さ
れ
た
社
会
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㎜
的
総
体
の
中
に
相
対
化
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ

㎝
で
は
、
農
村
自
体
を
皇

完
結
的
な
社
会
と
し
て
独
立
護

る
傾
向
が
見
れ

一
都
市
を
悪
し
き
消
費
の
象
徴
と
し
て
、
農
村
の
本
来
的
な
善
に
対
立
さ
せ
る
考
え

…
方
で
あ
る
。
そ
の
故
に
ま
た
、
資
本
の
論
理
と
は
対
立
す
る
概
念
と
し
て
、
滅
私

}
報
国
の
実
践
主
義
が
顔
を
出
し
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

「紙
幣
は
食

へ
も
飲
め
も

㎜
せ
ん
も
ん
な
あ
・
燃
し
て
も
湯

も
沸
か
ん
わ
」
(前
引
)
と
い
う
言
葉
の
矛
盾
は
茶

番
と
さ
え
言
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。

「紙
幣
」
を
交
換
手
段
と

考
え
る
こ
と
を
あ
え
て
拒
否
し
、
物
自
体
の
世
界
に
強
引
に
引
き
ず
り
込
ん
で
し

…
ま
う
の
で
あ
る
・

}

さ
ら
に
言
え
ば
、
反
合
理
主
義
的
社
会
と
さ
れ
る
伝
統
的
社
会
の
中
に
も
利
己

[
心
は
あ
る
の
で
あ
り
、
私
有
財
産

へ
の
執
着
は
あ
る
の
だ
が
、
単
純
に
利
己
心
及

㎝
び
利
潤
追
求
を
都
会
的
な
も
の
と
か
た
づ
け
て
し
ま

っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
・
そ
し

「
て
農
村
に
お
け
る
利
己
心
を
都
市
的
な
も
の
の
農
村
侵
入
の
結
果
と
見
な
し
て
い

⑦

る
ら
し
い
と
こ
ろ
に
、
最
大
の
問
題
が
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

[

『
日
本

の
村
長
』
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
思
想
の
傾
向
は
、
秦
賢
助
の

『
農

民
魂
』

(昭
17
.
3

鶴
書
房
)
の
中

に
、
さ
ら
に
露
骨
な
形
で
、

さ
ら
に
文
学
性

一
を
無
視
し
た
啓
豪
的
手
法

で
作
品
化
さ
れ
て
い
る
。
次
に

「
中
央
教
化
団
体
聯
合

会
」
名

で
付
さ
れ
た

「
序
」
を
引
い
て
お
こ
う
。

}

修
養
文
学
の
新
鋭
作
家
で
あ
る
秦
賢
助
君
が
、
郷
里
に
近
い
農
村
の
実
情
に

「

取
材
し
て
、
畠

嚢

個
人
主
葉

や
か
な
り
し
頃
の
窮
乏
せ
る
農
村
が
、
醗

一

然
日
本
精
神
に
目
覚
め
、
皇
国
農
民
魂
を
奮
ひ
起
し
、
挙
村

一
致
更
生
の
意
気

に
燃
え
、
孜
々
営
々
二
十
ヶ
年

に
亙
る
努
力
を
続
け
た
結
果
、
県
下

一
の
難
村

一

か
ら
時
局
下
国
策
線
に
即
応
し
て
、
凡
ゆ
る
障
害
を
克
服
し

つ
＼
増
産
に
挺
身

す
る
優
良
村
に
至
っ
た
、
涙
ぐ
ま
し

い
努
力
と
熱
を
、
流
麗
な
る
筆
致
を
以
て

叙
述
せ
る
も
の
、
皇
国
農
民
魂
を
奮
ひ
起
た
し
む
る
こ
と
多
大
な
る
も
の
あ
る

を
信
じ
、
敢

へ
て
江
湖
に
推
薦
す
る
次
第

で
あ
る
。

こ
の

「序
」
を
読
む
だ
け
で
、
作
品
の
内
容
は
お
よ
そ
想
像
し
得
る
に
ち
が
い
な

い
。右

の
二
作
品
が
、
と
も
に

一
種
の
報
告
文
学
の
形
を
と
っ
て
い
る
点
も
注
意
し

て
お
き
た
い
が
、
農
民
達
は
、
労
働
力
を
工
場
や
戦
場
に
徴
用
さ
れ
な
が
ら
、

一

方
で
は
総
力
を
結
集
す
る
形
で
自
力
更
生
が
強
い
ら
れ
る
と
い
う
、
二
重
の
搾
取

状
況
に
置
か
れ
て
お
り
な
が
ら
、
彼
ら
は
そ
う
し
た
国
家
的
要
請
に
対
し
、
進
ん

で
支
え
手
と
な
る
こ
と
の
中
に
美
と
価
値
と
を
見
い
出
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
作

者
に
つ
い
て
言
え
ば
、
彼
ら
の
農
村
認
識
そ
の
も
の
の
中
に
、
支
え
手
と
し
て
の

可
能
性
が
根
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
決
し
て
農
民
の
狂
信
的

・
熱
狂
的
な
現
象

的
側
面
を
見
て
こ
の
よ
う
に
言
う
の
で
は
な
い
。
後
述
の
よ
う
に
彼
ら
を
し
て
、

そ
の
よ
う
に
在
ら
し
め
た
潜
在
力
の
よ
う
な
も
の
、
彼
ら
の
社
会
認
識
や
自
己
認

識
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
の
総
体
と
し
て
の
存
在
認
識
の
在
り
よ
う
に
注
意
し
た
い

ヘ

へ

の
で
あ
る
。
ま
た
、
農
民
文
学
を
例
と
し
て
見
て
い
る
た
め
に
農
民
を
問
題
に
し

ヘ

へ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
農
民
に
限
定
す
る
の
で
な
く
、
国
民
全
体
に
敷
衡
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

『戦
没
農
民
兵
士
の
手
紙
』
(岩
手
県
農
村
文
化
懇
談
会
編

昭
36
.
4

岩
波
新
書
)

に
は
、
秋
田
県
出
身
の
農
民
兵
士
達
の
家
族
友
人
に
宛
て
た
多
く
の
書
簡
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
検
閲
の
た
め
も
あ

っ
て
か
、
あ
ま
り
露
骨
な
形
で
厭
戦
的

発
言
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
手
紙
の
多
く
は
、
肉
身
や
友
人
に
対
す

る
切
々
た
る
思
い
を
読
む
者
に
感
じ
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
彼
等
の
書
簡
を
読
む
限

り
、
彼
ら
の
大
半
は
主
観
的
に
は
戦
争
の
完
全
な
犠
牲
者
な
の
で
あ
る
。
彼
ら
は

明
ら
か
に
、
他
律
的
に
戦
地
に
送
り
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
死
者
に
鞭

打

つ
形
の
不
遜
な
発
言
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

「滅
私
奉
公
」
と
い
う
標
語

が
最
も
雄
弁
に
物
語

っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、

「
私
」
の
立
場
を
全
体
の
認
識
に
よ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

っ
て
止
揚
す
る
の
で
は
な
く
、

「滅
私
」

と
は
主
体
の

一
時
的

・
現
象
的
抑
圧

(休
眠
)
に
し
か
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
し
だ
が

っ
て
、

「
奉
公
」
に
い
で
立
つ
以
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、

前
と
以
後
と
の
主
体
の
自
我
構
造
そ
の
も
の
に
は
全
く
変
化
は
な
く
、
以
前
か
ら

の
私
的
所
有

の
追
求
主
体
で
あ
る
こ
と

に
変
り
は
な
い
。
何
ら
か
の
事
情

で
「
公
」

に
よ

っ
て

「
私
」
の
抑
圧
解
除
が
な
さ
れ
た
と
き
、

「
私
」
は

「
公
」
に
保
障
さ

れ
る
形
で
歯
止
め
な
く
私
的
所
有
の
追
求
に
突

っ
走
る
の
で
あ
る
。
拙
稿

「
石
川

ヘ

へ

達
三

『
生
き
て
ゐ
る
兵
隊
』
考
」
(注
②
)
で
登
場
人
物
笠
原
を
問
題
に
し
た
が
、

そ
の
笠
原
的
傾
向
を
う
か
が
わ
せ
る
兵
士
を
、
先
の

『
戦
没
農
民
兵
士
の
手
紙
』

の
中
に
も
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

『
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
』

(上
篁
一
郎

昭
48
.
2

中
公
新
書
)
に
は

「
ナ

チ
ス

・
ド
イ
ツ
で
す
ら
も
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
考
え
な
か

っ
た
」
よ
う
な
、

一

三
世
紀
の

「
少
年
十
字
軍
に
も
匹
敵
す

る
児
童
残
酷
事
件
」
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
朋
治
初
年
の
屯
田
兵
に
似
た

「
屯
墾
軍
」
と
し
て
の
成
人
の
、
満
蒙
武
装

移
民
計
画

(昭
7
秋
～
)
が
失
敗
に
終
り

、
そ
の
反
省
に
立

っ
て

「饒
河
少
年
隊
」

(昭
9
・
9
)
が
東
宮
鉄
男
に
よ
っ
て
私
的
に
試
み
ら
れ
た
後
、
昭
和

=
二
年

一
月

に
正
式
に
制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

「義
勇
軍
」
自
体
に
つ
い
て
詳
し
く

一
述
べ

る
必
要
も
無
い
が
、
こ
の
計
画
は
擬
制
の
満
州
国
を

「
日
本
民
族
を
指
導
者

と
す
る
五
族
共
和
の
王
道
国
家
」
に
す

る
た
め
に
日
本
農
民
を
移
住
き
せ
、
農
村

一
を
建
設
す
る
こ
と
で
満
州
国
を
不
動
の
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
計
画
で
あ

っ
た
ら

し
く
、

一
五
才
か
ら

一
八
才
ま
で
の
少
年
が
敗
戦
ま
で
の
七
年
余
の
間
に
、
八
万

七
千
名
近
く
送
り
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
や
は
り
支
配
権
力
の
大
陸
侵
略
政
策
の
犠
牲
に
供

一
せ
ら
れ
た
青
少
年
群
像
が
浮
か
び
あ
が

っ
て
来
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

彼
ら
は
内
地
訓
練
所
と
現
地
訓
練
所
で
訓
練
を
受
け
た
後
、

一
戸
あ
た
り

一
〇
町

歩
の
耕
地
を
所
有
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
少
々
厳
し
い
言

い

方
に
な
る
が
、
所
有
欲
を
媒
介
に

「滅

私
」
の
姿
勢
を
と
り
な
が
ら
権
力
の
支
え

手

の
位
置
に
身
を
置

い
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

自
己
が
主
観
的
に
所

属

(帰
属
)
す
る
秩
序
の
許
容
が
あ
れ
ば
、
そ
の
所
有
欲
は
ど
こ
ま
で
も
延
び
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
彼
ら
は
入
植
に
際
し

「
原
則
ト
シ
テ
未
利
用
地
開
発
主
義

ニ
ヨ

ル
」
と
さ
れ
て
い
な
が
ら
、

「土
地
開
発
上
必
要
ア
ル
場
合

ハ
、
既
利
用
地
ト
イ

エ
ド
モ
整
備
ヲ
ナ
ス
」
(「満
州
開
拓
政
策
基
本
要
綱
」

『満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
』
所

載
)

こ
と
が
許
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
盾

に
、

「中
国
の
農
民
た
ち
が
現
に
耕
作

し
、
村
落
を
な
し
て
住
ん
で
い
る
土
地
そ
の
も
の
」
(同
右
)
を
入
植
地
と
し
て
選

ぶ
と
い
う
暴
挙
も
あ
え
て
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
国
家
権
力
の
エ
ゴ
を
代

行
す
る
個
人

エ
ゴ
を
明
瞭
に
見
て
と
る
こ
と
が
出
来
る
。
と
同
時
に
、
権
力
側
の

秩
序
に
組
み
込
ま
れ
た
者
は
、
そ
の
同
じ
権
力
に
守
ら
れ
た
時
、
他
に
対
し
て
は

権
力
そ
の
も
の
と
し
て
行
為
し
得
る
と
い
う
事
実
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
何
よ
り
重
要
な
の
は
、
そ
し
て
当
然
と
言
え
ば
当
然
な
が
ら
、
支
配

し
て
い
た
者

(公
)
と
支
配
さ
れ
て
い
た
者

(私
)
と
の
間
に
、
さ
し
た
る
質
的

相
違
が
な
か

っ
た
か
ら
だ
と
言
え
る
点
で
あ
る
。
先
に
農
民
は

「
二
重
の
搾
取
状

況
に
置
か
れ
て
お
り
な
が
ら
、
彼
ら
は
そ
う
し
た
国
家
的
要
請
に
対
し
、
進
ん
で

支
え
手
と
な
る
こ
と
の
中
に
美
と
価
値
と
を
見
い
出
し
て
い
る
」
と
言

っ
た
が
、

そ
の
よ
う
に
な
り
得
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
構
造
に
よ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
来
る
な
ら
ば
、
彼
ら
農
民
の
行
為
が
、
支
配
者
の
提
出
す
る

数
々
の
標
語
に
よ

っ
て
い
か
に
美
化
さ
れ
よ
う
と
も
、
そ
れ
は
つ
ま

る

と

こ
ろ

③

「
お
こ
ぼ
れ
」

へ
の
期
待
の
意
識
に
支

九
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

期
待
を
持

つ
こ
と
自
体
、
既
に
侵
略
政
策
の
支
え
手
と
し
て
の
自
己
を
、
日
本
帝

国
内
に
内
在
化
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
兵
士
に
し
て
も
、
自
覚
的
な
意
識
の
段
階
で
は
滅
私
奉
公

(国
)
で
あ
り

文
字
ど
お
り
命
を
滅
す
る
わ
け
で
は
あ
る
が
、
自
覚
さ
れ
な
い
世
界
に
は
、
国
家

を
媒
介
と
し
て
、
私
の
利
殖
が
息
づ
い
て
い
た
は
ず
な
の
で
あ
り
、
占
領
地
に
お

け
る
非
戦
闘
員

へ
の
略
奪
と
残
虐
行
為
も
、
今
見
て
来
た
よ
う
な
自
我
構
造
に
根

差
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

非
常
に
荒

っ
ぽ
い
見
方
で
は
あ

っ
た
が
、
支
配
さ
れ
、
権
力
の
犠
牲
者
で
あ
る
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…
は
ず
の
民
衆
が
、
支
配
者
側
の
論
理
を
支
え
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
行
使
す
る
場
合

[
さ
え
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

}

さ
ら
に
強
引
な
見
方
を
す
る
な
ら
ば
、
社
会
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
権
力
構
造
の
中

…
に
あ
り
な
が
ら
・
権
力
側
の
秩
序
観
や
価
値
観

を
先
取
り
し
た
り
行
使
し
た
り
す

一
る
こ
と
に
よ

っ
て
権
力
者

・
支
配
者
と

一
体
化
出
来
る
か
の
幻
想
に
陥
り
、
そ
の

一
幻
想
を
追
い
続
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
結
果
的
に
支
配
者
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を

一
体
と

一
な

っ
て
推
進
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。

つ
ま
り
民
衆
支
配
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は

…
被
支
配
民
衆
が
右
の
幻
想
を
抱
く
こ
と

で
ま
す
ま
す
不
動
の
も
の
と
な
る
の
で
あ

…
る
。
民
衆
は
民
衆
に
よ

っ
て
自
己
統
制

さ
れ
、
息
苦
し
い
あ
の
暗
黒
時
代
を
自
ら

…
形
成
し
て
行

っ
た
と
言
え
も
す
る
の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
民
衆
の
中
で
こ
の
構
造
に
否
定
的
姿
勢
を
守
ろ
う
と
す
る
と
き
、

「

そ
れ
は
権
力

・
支
配
者
と
の
闘
い
で
あ

る
と
同
時
に
民
衆
と
の
闘
い
で
も
あ
る
と

}
い
う
、
非
常
に
苦
し
い
立
場
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

「

ー

}

三く

「

前
節
で
は
支
え
手
の
姿
に
つ
い
て
言
及
し
た
が
、
そ
れ
に
よ

っ
て
支
配
者
の
責

敵
総

糎

戴

鴇

聾

鹸

ゼ轄

い噂

は巧妙
に

…

さ
き
に
平
野
氏
の
こ
と
ば
を
引
い
た
が

「
し
ま
い
に
は
形
容
詞
ひ
と
つ
で
さ
え
、

…
規
格
品
め
い
た
き
ま
り
文
句
が
生
じ
」

る
よ
う
な

「文
学
的
荒
廃
」
の
状
況
は
、

一
「
用
紙
配
給
割
当
案
作
成
権
」
を
持

っ
た

「
日
本
出
版
文
化
協
会
」
の
成
立

(昭

}
18
・
3
)

で
頂
点
を
迎
え
る
わ
け
で
、

出
版
界
に
対
し

「敵
国
側

の
利
己
的
世
界

一
制
覇
の
野
望
に
よ

っ
て
起
こ
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
・
日
本
側
は
や
む
な
く
立
ち
上

へ
が

っ
た
自
衛
の
た
め
の
戦
争
で
あ
る
こ
と
を
強
調
せ
よ
」
と
い
う
指
示
や
、
自
国

　

ヘ

へ

.
の
無
私
な
正
当
性
の
強
調
が
強
い
ら
れ
て
お
り

(既
出

『
近
代
日
本
史
の
基
礎
知
識
」
)、

「
国
体
の
変
革
」
や

「
私
有
財
産
制
度
の
否
認
」
に
関
す
る

一
切
の
発
言
は

「
治

安
維
持
法
」
で
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
と
い
う
よ
う
に
、
作
品
に
描
く
べ
き
内
容
が

指
定
さ
れ
て
い
る
状
況
で
、
主
体
的
創
造
的
文
学
活
動
な
ど
望
む
べ
く
も
な
い
の

で
あ
る
。

⑨

民
衆
の
相
互
規
制
的
性
格
を

持

つ
最
大

の
組
織

「
大
政
翼
賛
会
」

が

結

成

(昭
13
.
10
)
さ
れ
た
こ
と
で

一
連
の
動
き
は
加
速
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
満

州
事
変
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
徐
々
に
進
行
し
て
い
た
支
配
者
の
意
志
の
雪
だ

る
ま
的
拡
大
の
帰
結
で
あ

っ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
歴
史
の
動
き
や
、
特
に

人
間
の
精
神
内
容
は
、
決
し
て
単

一
の
原
因
に
よ

っ
て
動
く
の
で
は
な
く
複
雑
な

要
因
と
、
水
面
下
に
蓄
積
さ
れ
た
因
子
の
結
果
で
あ
る
と
思
う
が
、

一
方
で
は
、

演
出
さ
れ
た
フ
ァ
ナ
チ

ッ
ク
な
雰
囲
気
の
中
に
投
じ
ら
れ
に
と
き
、
無
批
判
に
そ

の
場
の
流
れ
に
流
さ
れ
勝
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
狂
信
的
雰
囲
気
を
作

り
上
げ
る

一
つ
の
場

・
方
法
と
し
て
教
育
は
大
き
な
力
を
持

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

昭
10

・
3

・
23

「
国
体
明
徴
決
議
案
」
が
衆
議
院
で
満
場

一
致
可
決
さ
れ
る
。

4

●
0

12

3

27

11

711

18181

 

5

・

31

127

1021

 

以
上
の
よ
う
な
教
育
統
制
に
つ
い
て
の
動
き
を
見
る
だ
け
で
も
、

か
け
る
よ
う
な
目
ま
ぐ
る
し
さ
で
あ
る
か
カ
う
か
が
え
る
が
、

動
き
の
中
で

『国
体
の
本
義
解
説
叢
書
』
が
教
学
局
に
よ

っ
て
編
纂
発
行
さ
れ
て

「
国
体
明
徴
の
訓
令
」
文
部
省

「
教
学
刷
新
評
議
会
」
を
設
置

文
部
省
、
国
史
公
民
修
身
の

「
標
準
教
科
書
」
編
集
に
着
手

文
部
省
、
国
体
明
徴
の
観
点
か
ら
中
学

・
師
範

・
高
女

・
高
校

の
教
授
内
容
を
大
幅
改
訂

文
部
省

「国
体
の
本
義
」
を
編
纂
し
全
国
の
学
校

・
社
会
教
化

団
体
に
配
布

文
部
省
思
想
局
を
拡
充
し
教
学
局
設
置

内
閣
に

「
教
育
審
議
会
」
設
置

い
か
に
た
た
み

.、

そ
う
し
た

一
連
の
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{
い
る
の
で
あ
る
。
全
体
で
何
冊
ぐ
ら
い
の
も
の
か
詳
か
で
な
い
が
、
例
え
ば
久
松

泌

一
氏

『我
が
風
土

・
国
民
性
と
文
学
』
や
紀
平
正
美
氏

『
我
が
国
体
に
於
け
る

【
和
』
な
ど
に
は
、
実
に
強
引
な
論
理
で
、
皇
国
史
観
と
実
学
主
義

・
功
利
主
義

・

一
精
神
主
義

・
農
本
主
義

・
反
合
理
主
義
と
い
っ
た
雑
多
な
も
の
が
権
力
の
意
志
を

・
先
取
り
す
る
形
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

「
叢
書
」
は
右
記
の

一

「
連
の
教
育
統
制
の
上
に
立
ち

「
国
体
の
本
義
」
教
化
の
た
め
の
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
と

…
し
て
配
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
よ
う
な
国
民
教
化
と
平
行
し
て
為
さ

　
れ
だ
言
論
統
制
は
先
の

「
日
本
出
版
文
化
協
会
」
の
成
立
で
、
形
式
的
に
も
完
了

}
髭

と
言
え
る
・

奈 良 大 学 紀 要

さ
て
、
国
家
権
力
は
あ
ら
ゆ
る
権
力

の
中
で
最
も
正
当
な
権
力
と
し
て
、
合
法

性

の
名

の
も
と
に
強
制
手
段
を
自
由

に
行
使
す
る
こ
と
が
出
来
る
、
と
い
う
意
味

の
こ
と
を
先

に
も
記
し
た
が
、
時
局
追
随
の
姿
勢
を
と
る
者
は
別
と
し
て
、
体
制

の
指
向
性
と
何
ら
か
の
意
味
で
抵
触
す
る
内
実
を
抱
く
場
合
、
非
常
な
困
難
に
直

面
す
る
こ
と
と
な
る
。
家
永
三
郎
氏
は

『太
平
洋
戦
争
』

(既
出
)
の
中
で
戦
時
下

抵
抗

の
諸
相

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
図
示
す
る
と

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

雛5
敲
驚

　灘
蘭すボ

そ
し
て
家
永
氏
は
こ
の
よ
う
な
分
類
に

つ
い
て
、

囚

の
㈲
、
個

の
㈲
と
い
う
両
極
端

の
場
合

に
は
、
全
く
戦
争
と
対
立
し
た
姿

勢
を
と
り
う
る
の
に
対
し
、
㈲
の
㈲
や
国

の
㈲
の
場
合
は
、
弾
圧
を
回
避
す
る

た
め
に

一
応
あ
る
限
度
で
戦
争
を
黙
示
的
顕
示
的
に
承
認
す
る
か
の
ご
と
き
偽

装
を
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
多
く
、

「
便
乗
」
と
紙

一
重
に
な
っ
た
り
、
第

三
者
か
ら
真
実
を
的
確
に
と
ら
え
が
た
い
形
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
弱
さ
を
し

ば
し
ば
免
れ
な
か
っ
た
。

と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
個
の
閥
の
具
体
例
と
し
て
、

「商
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

が
次
第
に
戦
争
協
力
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
く
過
程
で
、
明
確
な
批
判
的
言
論
を

維
持
す
る
た
め
に
個
人
雑
誌
を
刊
行
す
る
と
い
う
方
法
が
あ
っ
た
」
と
し
て
、
桐

生
悠
々
氏

『
他
山
の
石
』
・
正
木
ひ
ろ
し
氏

『近
き
よ
り
』
・
矢
内
原
忠
夫
氏

『
嘉

⑩

信
』
・
生
方
敏
郎
氏

『古
人
今
人
』
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
個
人
雑
誌
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立

っ
て
い
る
思
想
的
な
立
場
や
配
布
の

方
法

・
言
論
弾
圧
を
交
わ
す
方
法
な
ど
に
相
違
が
見
ら
れ
る
が
、
特
に
注
目
し
て

お
き
た
い
の
は
、
正
木
昊
氏
が

『
近
き
よ
り
1
戦
争
政
策

へ
の
た
た

か

い

の

記

録
ー
」
(昭
39
・
11

弘
文
堂
)
の

「
ま
え
が
き
」
で

「
い
わ
ゆ
る

『奴
隷
の
言
葉
』

に
よ

っ
て
、
合
法
線
ぎ
り
ぎ
り
で
述
べ
、
逆
説
で
表
現
し
、
毎
号
数
千
部
を
発
行
、

配
布
し

つ
づ
け
た
」
と
言

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
奴
隷
の
言
葉
」
の
定
義
に

つ
い
て
の
正
木
氏
自
身
の
説
明
は
、

言
論
統
制
と
い
う
非
人
道
的
な
枠
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
直
説
法
を
も

っ
て
表
現
し
得
な
か

っ
た
場
合
が
多

い
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
様
々
な
論
理
や

パ
ラ
ド
ク
ス
や
反
語
や
矛
盾
指
摘
や
隠
喩
、
直
喩
、
そ
の
他
、
あ
ら
ゆ
る
文
体

の
末
か
ら
戦
時
日
本
を
批
判
し
、
国
民
大
衆
の
覚
醒
を
促
し
て
や
ま
な
か
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
が
、
戦
時
申
に
お
け
る

一
国
民
と
し
て
の
最
高

度
の
善
で
あ

っ
た
と
確
信
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す

と
い
う
こ
と
で
あ
る

(「要
生
日
本
に
寄
す
i
3
、
戦
時
中
の
私
の
文
章
i
」

昭
21
.
1

『近
き
よ
り
』
)。

こ
の
よ
う
な

「奴
隷
の
言
葉
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
言
語
操

作
は
、
当
時
の
文
章
の
中
に
、
か
な
り

一
般
化
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。
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ゴ
ム
鞠
み
た
い
に
、
俺
は
凹
ん
で
や
る
。
頭
を
叩
け
ば
頭
が
凹
む
。
腕
を
叩

け
ば
そ
こ
が
凹
む
。
腹
を
叩
け
ば
腹
が
凹
む
。
が
、
折
れ
な
い
。
ど
う
し
て
も

折
れ
な
い
。
壊
れ
な
い
。
だ
が
、
あ
ん
ま
り
空
気
を

一
パ
イ
に
入
れ
過
ぎ
る
と
、

パ
ン
ク
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
空
気
は
八
分
目
に
し
と
く
。
さ
う
だ
。

俺
は
人
間

の
理
想
を
、
こ
れ
か
ら
八
分
目
に
於
て
、
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
俺
は
軍
人
で
も
政
治
家
で
も
、
ま
し
て
や
武
士
で
は
な
い
。
総
て
か
無
か
、

な
ん
て
無
茶
は
や
れ
な
い
。
(中
略
)
ゴ
ム
鞠
は
押
さ
れ
た
だ
け
し
か
凹
み
は
し

な
い
。
ま
し
て
や
今
に
叩
き
潰
さ
れ
る
だ
ら
う
と
思

つ
て
、
自
分
か
ら
パ
ン
ク

し
た
り
や
し
な
い
。

右
は
葉
山
嘉
樹

「出
発
」

(昭
12
.
4

『新
潮
」
)
の

一
節
で
あ
る
。

こ
こ
に
も
、

擬
装
さ
れ
だ
奴
隷
宣
言
が
読
み
取
れ
る

に
違
い
な
い
。
葉
山
の
場
合
自
ら

「政
治

論
文
」

め
い
た
も
の
を
否
定

し
て
い
た
の
で

(昭
8
.
7
.
22

『巣
山
嘉
樹
日
記
』

昭
46
・
2

筑
摩
書
房
)
直
叙
的
な
激
烈
さ
を
持

つ
桐
生
悠
々
氏
や
論
理
的
な
正
木

昊
氏

に
較

べ
る
と
、
か
な
り
後
退
し
た
と
こ
ろ
か
ら
の

「奴
隷
の
言
葉
」
と
な

っ

て
は
い
る
が
、
し
か
し
、

「ゴ

ム
鞠
」

に
封
じ
込
ん
だ

「空
気
」
に
は
、
か
な
り

鋭

い
も
の
が
感
じ
ら
れ
も
す
る
。

私
は
今
農
村
に
住
ん
で
ゐ
る
が
、
農
村
の
真
ん
中
で
野
菜
は
東
京
よ
り
も
ウ

ン
と
高

い
。
そ
し
て
其
上
質
が
悪

い
。
い
い
野
菜
は
東
京
に
出
す
か
ら
で
あ
る
。

ラ

　

物
価
が
上

つ
て
も
、
商
売
が
減

つ
て
も
、
生
活
が
苦
し
く
な
つ
て
も
、
村
民

3

の

は
不
平
も
云
は
な
い
で
、
大

い
に
銃
後

の
守
り
を
や
つ
て
ゐ
る
。

政
府
も
軍
部
も
、
日
支
事
変
を
長
び
か
さ
な
い
や
う
に
努
力
し
て
ゐ
る
や
う

で
あ
る
。
村
の
人
々
も
長
び
い
た
つ
て
仕
方
が
な
い
、
大
い
に
銃
後

の
守
り
は

の

や
る
と
意
気
込
ん
で
は
ゐ
る
が
、
ど

ち
ら
か
と
い
へ
ば
、
平
和
な
日
が

一
日
も

早
く
帰

つ
て
来
る
こ
と
を
望
ん
で
ゐ
る
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。

ω

国
民
を
思
ふ
時
、
私
は
林
房
雄
君
見
た
い
に
熱
中
出
来
な
い
。

国

を

思

ひ

、

私

は

日
本

を

、

そ
し
て
国
民
を
平
和

の
中
に
発
見
し
た
い
。
政
府

も

軍

部

も

の亜
細
亜
の
平
和
の
た
め
に
と
い
つ
て
ゐ
る
の
だ
。

(
無
邪
気
な
泥
棒
)

定
村
銀
三
様
。

御
身
は
北
支
に

一
兵
卒
と
し
て
、
東
洋
永
遠
の
平
和
の
為
に
戦

つ
て
ゐ
る
。

御
身
た
ち
の
お
か
げ
で
、
わ
れ
く

は
空
襲
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
ま
る
で

十
年
前
と
同
じ
く
、
平
和
な
日
常
の
生
活
を
享
受
し
て
ゐ
る

(慰
問
文
)

「
無
邪
気
な
泥
棒
」
(昭
12
.
9
.
29

『早
稲
田
大
学
新
聞
」)
と

「
慰
問
文
」

(昭
13

・
10

『文
芸
」)
の

一
節
で
あ
る
。
と
も
に
日
常
生
活
に
つ
い
て
の

「
平
和
」
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
が
、

「
慰
問
文
」
の
方
は
文
章
の
性
格
の
故
か
、
日
常

生
活

の

⑪

「
平
和
」
を
肯
定
的
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
微
妙
で
は
あ
る
が
こ
の
よ

う
な
違
い
が
何
故
生
じ
た
か
は
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で

「
無
邪
気
な
泥
棒
」
だ
が
、

「
銃
後
の
守
り
」
は
当
時
の
国
民
に
戦

時
体
制
の
自
覚
を
促
し
、
支
配
者
の
秩
序
の
中
に
国
民
を
ま
き
込
も
う
と
す
る
標

語
で
あ

っ
た
が
、

「
無
邪
気
な
泥
棒
」
の
中
で
、
体
制
側
が
求
め
る
ま
ま
の
方
向

で
使
用
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
傍
線
ω
の

「
村
民
」
は
㈲
の

「不
平
も
云
は
な

い
で
」
が
な
け
れ
ば
㈲
の

「
大
い
に
銃
後
の
守
り
を
や
つ
て
ゐ
る
」
に
直
線
的
に

つ
な
が
り
得
る
の
だ
が
、

「
銃
後
の
守
り
」
と
い
う
国
民

(非
戦
闘
員
)
に
与
え
ら

れ
た
課
題
の
方
向
に
流
れ
込
も
う
と
し
な
が
ら
、
ω
の

「物
価
が
上

つ
て
も
、
商

売
が
減

つ
て
も
、
生
活
が
苦
く
な
つ
て
も
」
を
受
け
た
㈲
の

「
不
平
も
云
は
な
い

で
」
が
そ
の
文
脈
の
流
れ
を
阻
止
し
、
逆
流
さ
せ
る
効
果
を
持

っ
て
い
る
。

「
不

平
」
を
言
い
は
し
な
い
が

「
村
民
」
の
中
に

「
不
平
」
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、

「
云
は
な
い
で
」
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
だ
と
い
う
方
向
に
読
め
て
し
ま
う
。
だ
か

ら
、

一
応

「意
気
込
ん
で
は
ゐ
る
が
」
本
当
の

「
村
民
」
の
願
い
は

「銃
後
の
守

り
」
に
よ
る
戦
争
の
遂
行
の
方
に
で
は

な

く
、

「
ど
ち
ら
か
と
い
へ
ば
」

「
平

和
」
を
求
め
る
方
向
に
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
す
。
㈲
で

「ど
ち
ら
か
と
い

へ
ば
」
と
曖
昧
な
形
で

「村
民
」
の
願

い
を
提
示
し
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
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実
は
、
先
行
す
る
文
章
の
流
れ
の
勢
い
に
制
動
を
か
け
る
効
果
も
あ
り
、
逆
に
㈲

以
下
に
述
べ
て
あ
る

「村
民
」
の
願
い
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
な
結
果
が
出
て
来
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、

「政
府
や
軍
部
」
の
㈲

「
亜
細
亜
の
平
和
の
た
め
に
」
と
い

う
主
張
が
、
ω
の

「国
民
を
平
和
の
巾

に
発
見
し
た
い
」
と
い
う

「
私
」
の
願
い

の
後
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
点
も
重
視
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
と
い
う
の
は

「政
府
や

軍
部
」
の
志
向
す
る

「
亜
細
亜
の
平
和

」
と
い
う
大
義
名
分
の
中

に
、

「
私
」
の

求
め
て
い
る

「平
和
」
が
解
消
し
得
る
な
ら
ば
、
こ
と
さ
ら
に

「
私
」
を
独
立
さ

せ
て

「私
」
の
願
望
と
し
て
の
ω
を
掲
げ
る
要
は
な
い
は
ず

で
あ
る
。
さ
ら
に
こ

の
こ
と
は
、
先
の

「銃
後
の
守
り
」
と
そ
れ
に
支
え
ら
れ
た
戦
争
の
遂
行
と
い
う

国
家
と
国
民
と
を
ま
る
が
か
え
に
し
た
運
命
共
同
体
的
発
想
(利
益
共
同
体
的
発
想
)

が
、
必
ず
し
も

「村
民
」
の
自
発
的
な
願
い
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
の
部
分
と
共

鳴
し
合
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
葉
山
の
こ
の
よ
う
な
姿
勢
が
最
も

端
的
に
物
語
ら
れ
る
の
が
、
㈲
の

「私

は
林
房
雄
君
見
だ
い
に
熱
中
出
来
な
い
」

と
い
う
部
分
で
あ
る
。

つ
ま
り

「
国
を
思
ひ
、
国
民
を
思
ふ
時
」
、
個
人
的
立
場
や

感
情
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
ど
う
し
て
も
そ
の
よ
う
に
は
動
け
な
い
の
だ
と
言
う

の
で
あ
る
。
葉
山
は

『
日
記
』
に

「
林
房
雄
は
早
発
性
痴
呆
症
に
か

＼
つ
た
ん
だ
」

(昭
12
.
12
.
13
)
と
記
し
、
同
年

=

月

一
二
日
に
は

コ

寸
待
て
」

(昭
12
.
12

『帝
国
大
学
新
聞
』
)
を
書
き
、
そ
の
中
で
も

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
比
喩
に
よ

っ
て
、
納
得

出
来
な
い
方
向
に
歩
み
始
め
た
林
に
対

し
て

コ

寸
待
て
」
と
呼
び
か
け
て
い
る

の
で
あ
る
。

「無
邪
気
な
泥
棒
」
に
見
ら
れ
る
現
実
認
識
の
姿
勢
は

「
工
事
雑
景
」
(昭
9
.

8

『改
造
』
)
の
対
象
認
識
の
構
造
と
も
無
縁
で
は
な
い
。

こ
の
随
想
的
作

品

は

社
会
的
な
問
題
に
触
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
が
、
工
事
飯
場
の
帳
付
け
と
し
て

訪
ね
た
民
家
を
見
る
目
は
注
口
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
民
家
は
廃
屋
と
呼
ん
で
差

し
支
え
な
い
よ
う
な
家
で
あ
り
な
が
ら

「見
事
な
用
材
の
門
」
が

「小
さ
な
城
壁

を
思
は
す
や
う
な
石
垣
」
と
と
も
に
注
意
を
惹
く
が
、
彼
は
即
座
に

「門
戸
を
張

る
」
と
い
う
こ
と
ば
を
連
想
す
る
。

つ
ま
り
、
彼
の
目
は
見
せ
か
け
の

「門
」
で

は
な
く

「住
む
に
堪

へ
な
い
」
家
の
方
を
注
視
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

つ
ま

り

「無
邪
気
な
泥
棒
」
に
即
せ
ば
、
生
活
す
る
に
堪
え
な
い
現
実
の
村
民
の
生
活
の

方
が
見
せ
か
け
の

「亜
細
亜
の
平
和
」
な
ど
よ
り
も
余
程
気
に
な
る
の
で
あ
る
。

「本
能
」
(昭
13

.
9

『都
新
聞
』)
は
微
妙
な
作
品
で

あ
る
。

祖
国
愛
と
云
ふ
も
の
は
、
ど
う
も
理
窟
で
は
解
ら
ぬ
も
の
ら
し
い
。
こ
れ
は

本
能
的
な
も
の
ら
し
い
。

㈲

-
-
卜

-

正
義
の
日
本
だ
か
ら
日
本
を
愛
す
。
と
云
ふ
だ
け
で
は
な
い
。
私
は
、
今
度

つ

パ
リ

る

く
つ
く
自
分
を
眺
め
て
ゐ
た
が
、
よ
し
ん
ば
日
本
が
悪
く
っ
て
も
、
日
本
を
愛

さ
な
い
わ
け
に
は
行
か
な
い
、
と
云
ふ
こ
と
を
発
見
し
た
。
日
支
事
変
に
日
本

㈲

:
-1

:

ー
-
[ー1-
-:
t
11
11--ー
-

i

が
悪
い
と
云
ふ
の
で
は
な
い
。
成
長
す
る
日
本
が
、
成
長
の
途
上
で
、

一
寸
位

悪
戯
を
や
つ
て
も
、
私
に
は
日
本
を
愛
さ
な
い
で
は
ゐ
ら
れ
な
い
、
と
云
ふ
の

だ
。
こ
れ
は
寛
容
の
精
神
で
は
な
い
。
何
故
か
な
ら
ば
、
私
は
国
民
中
の

一
億

分
の

一
の
魂
だ
か
ら
だ
。

私
は
、
こ
れ
は
日
本
人
は
誰
で
も
持

つ
て
ゐ
る
本
能
だ
、
と
思

つ
て
ゐ
る
。

「
本
能
」
を
微
妙
な
作
品
だ
と
言

っ
た
が
、
先
の

「慰
問
文
」
を

「無
邪
気
な
泥

棒
」
と
比
較
し
た
時
に
感
じ
ら
れ
た
よ
う
な
違
い
が
、
こ
の

「本
能
」
に
も
見
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
傍
線
②
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
葉
山
か
ら
す
れ
ば
屈
辱
的
な
姿

が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
、
か
な
り
後
退
し
た
と
こ
ろ
か
ら
で
は
あ
ろ
う
が
、

「
奴
隷
の
言
葉
」
と
読
め
な
く
は
な
い
。
傍
線
②
㈲
は
支
配
者
側
の

「
聖
戦
」
思

想
を
受
け
入
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
ω
㈲
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
て
お

り
、
皇
軍
の
海
外
派
兵
正
当
化
の
論
理
と
は
違

っ
忙
と
こ
ろ
に
立

っ
て
い
る
自
己

を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
㈲
に
お
い
て
は
、

「皇
軍
」
の

「
聖
戦
」
の
真
相
を
皮

肉

っ
ぼ
く
言

っ
て
見
せ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
何
重
に
も
積
み
重
ね
準
備
さ
れ

た
日
本
の
正
義
の
絶
対
性
を
、
受
け
手
の
立
場
か
ら
相
対
化
し
空
洞
化
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の

「本
能
」
に
は
微
妙
な
変
化
が
兆
し
て
い
る
。

「
慰
問
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文
」
の
脱
稿
は
昭
和

=
二
年
八
月

二
九
日
で
あ
り

「本
能
」
の
脱
稿
が
九
月

=
二

日
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
執
筆
時
期
も
近
く
、
こ
の
頃
葉
山
の
内
面
に
何
ら
か

の
重
大
な
変
化
が
起
き
始
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

紙
幅
の
制
限
を
か
な
り
越
え
て
い
る
の
で
、
葉
山
の
問
題
を
も
う
少
し
、
微
妙

な
変
化
の
方
面
か
ら
見
て
お
き
た
い
と

こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
後
日
に
譲
る
こ
と
に

す
る
。
注
⑪
の
浦
西
氏
の
こ
と
ば
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
葉
山
は
確
か
に
こ
の
頃

に
転
向
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
徳
永
直
氏
が

「
彼
は
最
後
ま
で
虐
げ

ら
れ
る
人
々
の
味
方
で
あ

つ
た
。
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
的
観
点
に
弱
か

つ
た
と
し
て
も
、

少
く
と
も
虐
げ
ら
れ
る
人
々
の
味
方
で
あ
つ
た
」
(「葉
山
嘉
樹
の
位
置
」

昭
28
.
6

『
文
学
』
)
と
言
い
、
そ
の
転
向
に
つ
い
て
も

「
ボ
キ
ツ
と
音
を
た
て
て
折
れ
る
よ

う
な
ふ
う
の
も
の
は
あ
ま
り
な
い
」
と
言

っ
て
い
る
よ
う
に
、
転
向
後
も
彼
は
時

局

へ
の
抵
触
感
を
抱
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

葉
山
に
限
ら
ず
、
昭
和

一
〇
年
代
を
何
ら
か
の
主
体
性
に
よ

っ
て
生
き
よ
う
と

し
た
人
々
の
文
章
に
見
ら
れ
る
文
脈
や
文
体
の
屈
折
し
た
操
作
や
、
生
活
周
辺

へ

の
埋
没
は
、
体
制
側
の
弾
圧
を
避
け
る
た
め
の
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ

ュ
で
あ

っ
た
。
本

節
で
は
正
木
氏
が
言
う

「
奴
隷
の
言
葉
」
に
注
目
し
、
葉
山
の
文
章
に
よ

っ
て
検

討
し
て
来
た
が
、
右
に
見
て
来
た
よ
う
な
文
体

・
文
脈
の
特
徴
は
、
意
図
的
方
法

で
あ
る
反
面
、
執
筆
主
体
内
部
の
葛
藤
を
も
現
わ
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

暗
黒
の
時
代
に
自
己
の
存
在
を
見
つ
め
て
生
き
る
こ
と
は
、
精
神
的

・
肉
体
的

・
経
済
的
苦
痛
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
時
と
し
て
訪
れ
る
時
局
便
乗
的
な
志
向
性

を
否
定
し
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ

っ
た
。
彼
ら
は
単
に
支
配
者
と
言
う
よ
り
、

支
配
権
力
を
代
行
し
て
行
使
す
る
人
々
の
強
制
と
も
闘
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
、

自
己
内
部
か
ら
の
誘
い
の
声
と
も
闘
わ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

葉
山
は
林
房
雄
と
の

「文
学
問
答
」

(昭
11
.
10

『文
芸
』)
の
中
で

「
生
活
の

ど
ん
な
小
さ
な
隙
間
か
ら
で
も
、
堕
落

は
知
ら
ぬ
間
に
這
ひ
込
ん
で
来
る
ん
だ
」

と
言

っ
て
い
る
。
複
雑
に
か
ら
む
種
々
の
要
因
の
中
で
闘
い
の
姿
勢
を
守
り
な
が

ら

も

、

大
き
な
強
力
な
流
れ
に
多
く
の
人
々
は
屈
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

注

①

昭

=
二
年
九
月
禁
鋼
四
か
月
、
執
行
猶
予
三
年
の
判
決
が
出
た
。
判
決
理
由

に

「
皇
軍
兵
士
の
非
戦
闘
員
殺
鐵
、
掠
奪
、
軍
紀
弛
緩
の
状
況
を
記
述
し
た
る

安
寧
秩
序
を
棄
乱
す
る
事
項
」
が
作
中
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

い
る
。
作
中
の
事
実
が
あ
る
か
否
か
で
は
な
く
、
描
い
た
こ
と
を
罰
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

②

『
生
き
て
ゐ
る
兵
隊
』
の
評
価
は
い
ろ
い
ろ
に
分
か
れ
て
い
る
。
拙
稿

「石

川
達
三

『
生
き
て
ゐ
る
兵
隊
』
考

-

評
価
の
妥
当
性
に
ふ
れ
て
ー

」

(昭

55
.
12

『奈
良
大
学
紀
要
』
)
、
「
石
川
達
三
『
生
き
て
ゐ
る
兵
隊
』
考
に
つ
い
て
」

(昭
56
.
3

奈
良
大
学

『国
文
学
会
報
』)
で
、
諸
説
と
そ
の
検
討
を
試
み
た
の
で

参
照
さ
れ
た
い
。

③

抹
殺
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
内
務
省
警
保
局
が
人
民
戦
線
派
の
執
筆
禁
止

を
出
版
業
者
に
通
告

(昭
12
.
12
)
し
た
り
、
中
野
重
治

・
宮
本
百
合
子

・
戸

坂
潤
の
掲
載
を
見
あ
わ
せ
る
よ
う
内
示

(昭
13
.
3
)
し
た
り
し
た
。
情
報
局
の

懇
談
会

(昭
16
.
12
.
9
)
の
席
上
で
は
、

「
厳
重
に
警
戒
す
べ
き
言
論
」
と
し

て

「政
府
お
よ
び
統
帥
府

の
措
置
を
誹
請
す
る
言
説
」

「政
府
、
軍
部
と
の
間

に
意
見
の
対
立
が
あ
つ
た
と
す
る
論
調
」

「国
民
の
間
に
反
戦
、
厭
…戦
気
運
を

助
長
せ
し
む
る
ご
と
き
論
調
」

「和
平
気
運
を
助
長
し
、
国
民
の
士
気
を
阻
喪

せ
し
む
る
が
ご
と
き
論
調
」
等
々
を
示
し
た

(家
永
三
郎

『太
平
洋
戦
争
』
.
「太
平

洋
戦
争
下
の
思
想
的
抵
抗
」

昭
31
・
9

『歴
史
と
教
育
』
)

④

山
田
清
三
郎
氏
も

『
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
史
』

㈲

(昭
42
・
2

理
論
社
)
の

中
で

「特
高
の
外
廓
団
体
」
の
申

で

「特
高
の
外
廓
団
体
員
に
た
い
す
る
監
視

の
強
化
」
が

「執
拗
な
暴
圧
」
に

「
か
さ
な
っ
て
コ
ッ
プ
各
団
体
に
は
よ
う
や

く
脱
退
者
が
続
出
し
、
ナ
ル
プ
も
そ
の
例
に
も
れ
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
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⑤

本
来

「
保
護
観
察
法
」
は

「観
」
で
あ
る
が
、
中
島
氏
は

「
監
」
の
字
を
当

て
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

⑥

新
聞
資
料
構
成

「
"
軍
国
美
談
"

の
構
造
」

(昭
48
.
5

季
刊

『現
代
史
』
)

に
は
昭
和
七
年
か
ら

一
〇
年
ま
で
の
美
談
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
こ

の
段
階
で
お
び
た
だ
し
い
美
談
が
数
え
ら
れ
て
い
る
。

⑦

こ
こ
に
架
空
の
〈
農
村
の
論
理
〉

が
構
築
さ
れ
、
や
が
て
こ
の
論
理
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
的
な
も
の
に
対
す
る
日
本
的
な
も
の
と
い
う
認
識
を
介
し
て
日
本
全
土

を
席
巻
す
る
。
非
常
に
奇
妙
な
の
は
、
後
に

『
国
体
の
本
義
解
説
叢
書
」
に
つ

い
て
も
触
れ
る
が
、
こ
の
時
期
に
、
大
正
中
期
と
似
た
思
想
状
況
が
展
開
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
拙
著

『
葉
山
嘉
樹
論
』

(昭
53
.
6

桜
楓
社
)
の
盈
の
二

～
三
章
参
照
。

⑧

葉
山
嘉
樹
の
作
品

「
窮
鳥
」

(昭
10
.
7

『行
動
」)
の
挿
入
小
説

「
積
極
的

な
る
函
舟
」
の
中
に
出
て
来
る
こ
と
ば
を
踏
ま
え
て
い
る
。
拙
稿

「
葉
山
嘉
樹

『
窮

鳥

』

に

つ
い

て
ー

『
箱

舟

」

の
パ

ロ
デ

ィ

」

(
昭
50

.
4

『
解
釈
』
)

や

「
葉

山

嘉

樹

・
昭

和

十

年

前

後

の

一
様

相

」

(
昭
60

.
12

『
日
本
文
学
』
)

で

言

及

し

た
が

、

大

陸

侵

略

に
よ

っ
て
権

益

拡

大

を

は

か

る

支

配

者

・
ブ

ル

ジ

ョ

ア

の

「
お

こ

ぼ

れ
」

と

い

う
意

味

で
あ

る
。

⑨

近

衛

文

麿

が

発

想

し

た
段

階

と

発

足

後

の

「
大

政

翼

賛

会

」

で
は

大

き

な

相

違

が

あ

る
ら

し

い

。
(後
藤
隆
之
助
監
修

『
昭
和

研
究
会
』

昭
43

.
11

経
済
往
来
社
)

⑩

『
他

山

の
石

』

昭

9

・
12

～

16

・
9

『
近

き

よ
り

』

昭

12

・
4
～

24

・
10

『
嘉

信

」

昭

13

・
1

～

36

・
12

『
古

人

今

人

』

昭

10

・
8

～

43

・
4

⑪

葉

山

の
転

向

に

つ
い

て

は
謎

と
呼

ぶ
程

で

は

な

い
が

、

未

解

明

の
部

分

が
多

く

、
葉

山

自

身

は

「
僕

に

は
転

向

と

い

う

こ

と

は

あ
り

ま

せ

ん

よ

。
」

(松
井
恭

.平
氏

「
葉
山
嘉
樹
の
晩
年
i
月
柿

の
鳥
屋
な
ど
ー
」

昭
50

・
6

『
葉
山
嘉
樹
全
集
』
第

三
巻
付
録

『
月
報

」
②
)

と
言

っ
て

い

た
と

の

こ
と

で
あ

る
。

全

集

第

三

巻

の

「
氷

雨

」

(
昭
12

.
12

『改

造
』
)
の

「
解

題
」

で
浦

西

和

彦

氏

は

、

「
こ

の
作

品

か
ら

著

者

の
文

学

的

転

向

が

は

じ

ま

り

、

そ

れ

が

『
暗

い
朝

』

(中
略
)
で
完

了

し

た

と

思
わ

れ

る

。
」

と

述

べ
て

い
る
。

「
暗

い
朝

」

(
昭
13

.
4

『
改
造
」
)

で

「
完

了

し

た

」

か

否

か

は

な

お
検

討

を
要

す

る
が

、

こ
の
昭

和

=

二
年

は
、

確

か

に

葉

山

の
転

期

で
あ

っ
た

よ

う
だ

。

し

か

し
葉

山

の
転

向

は

徳

永

氏

(後
述
)

が
言

っ
て

い
る

よ

う

に

「
ボ

キ

ツ
と
音

を

た

て

て
折

れ

る

よ

う

な
」

も

の

で

は

な

く

、

転

向

に

背

を

向

け

な

が

ら
接

近

し

て
行

っ
て

い
る

よ

う

で

、

こ

れ
以

後

の
作

品

に

も

、

殆

ん

ど

常

に

と
言

っ
て

よ

い
ぐ

ら

い

に

「
奴

隷

の
言

葉

」

的

な

要

素

が

感

じ

ら

れ

る

。

対

米

英

開
戦

に
際

し
、

当

時

大
政

翼
賛

会

文

化

部

長

で

あ

っ
た
岸

田

国

士

に
宛

て

て

「
ソ

コ
ク

ノ
ナ

ン

ニ
オ

モ

ム
キ

タ

シ
グ

ン

カ

ン

カ

ゴ

ヨ

ウ

セ

ン

ナ
ド

ニ

ニ
ン

ム

ヲ

ア
タ

ヘ
ラ

レ
タ

シ

ヘ
ン

マ
ツ
」

と

打

電

し

た

(
昭
16

.
12

.
9
)

こ
と

は
有

名

で

あ

る
。

と

こ
ろ

で

『
葉

山

嘉

樹

日

記
』

を

見

て

い

る

と

一
個

所

、

そ

れ

ま

で

の

た

め

ら

い
が

こ

こ

で

ふ

っ
切

れ

た

の

で
は

な

い
か

と
思

わ

せ

る
部
分

が

あ

る
。

昭

和

一
五
年

一
〇

月

一
六

日
、

彼

は
木

曽

福
島

へ
羽

生

三

七

の
講

演

を

聞

き

に

行

き

、

二
日

後

の

一
八

日

に

は
、

講

演

内

容

の

記
録

と

思
わ

れ

る
長

い
文

章

が

記

さ

れ

て

い

る
。

こ

の
講

演

の
内

容

は

葉

山

研
究

上

大
切

な

ポ

イ

ン
ト

の

一
つ
で
は

あ

る
が

、

内

容

に
関

す

る
記

録

は
確

認

出
来

な

い
。

石
川

真

澄
氏

『
あ

る

社

会
主

義

者

-

羽

生

三
七

の
歩

い

た
道

ー
』

(
昭
57

.
3

朝
日
新
聞
社
)

に
も

出

て

お

ら

ず

、

羽

生

氏

の
私

信

で
も

確

認

出
来

な

か

っ
た
。
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AnEssayonYoshikiHayama

-Twowaysoflivingduringthelastdarkage‐

TakashiAsADA

Theliterarymenfoundthemselvesinadifficultsituationduringthelastwar.

Twoattitudeswereshownbytheliterati.Someconcealedahostileattitude;

others,anattitudeofflattery.YoshikiHayamawasopposedtothewar.

ThisessayisintroductryremarksaboutYoshikiHayamaduringthetimeofwar.

、


